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コロナ禍前・禍中における
政令市・特別区・中核市の

病児保育施設の利用圏域の変化
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1 動機

•感染拡大を予防するため，一般の保育所は
微熱などの症状を有する乳幼児の登園を認
めていない．こうした背景を受け，病児保
育施設が全国的に整備されてきた．

•しかし，病児保育の利用と自宅からこれら
の施設までの距離との関係は十分には解明
されていない．

方法（1）
• 対象：全国の政令指定都市，東京特別区，中核市の計105都市
1. 病児保育施設の特定：2019年度（コロナ禍前）と2021年度（コロ

ナ禍中）の病児保育施設のリストを子ども家庭庁から入手．
2. 各自治体のホームページから病児保育施設の所在地を特定
3. CSVアドレスマッチングサービス（東京大学）により病児保育施

設所在地を緯度経度に変換．
4. これらの都市の各500mメッシュと最寄りの病児保育施設との最短

距離を緯度経度の差からピタゴラスの定理により計算し，各メッ
シュの乳幼児人口で重みづけした加重平均を自治体ごとに求めた．

方法（2）
５．2018年4月～2023年3月の病児保育の定員，月ごとの利用者数：

105都市の母子保健部局にするアンケート調査
６．パネルデータ分析：

• 解析方法：ポアソン回帰，負の二項回帰（固定効果モデル），
一般化推定方程式（負の二項分布），対数リンク関数を使用

• 目的変数：月ごとの病児保育の延べ利用者数
• 説明変数：以下の変数とコロナ禍×最短距離，感染症発生数との積

• 病児保育の保育定員，
• 居住地から病児保育施設までの最短距離の加重平均値(km)，
• 13種の感染症の発生動向（報告者数/定点医療機関・月）
• コロナ禍の有無，緊急事態宣言/まん延防止等重点措置の有無，
• ０～6歳人口の対数値(オフセット項）

（回帰式）
log λit = a0*x0t + a1*x1it + (a2 + b2*x0t) *x2it +a3*x3it + (a4 + 
b4*x0t) *x3it + ... + (a16 + b16*x0t) *x16it + a17*x17i + c 0 (constant).

• λit : 利用者数の期待値
• x0t ：COVID-19パンデミックダミー (コロナ前= 0, コロナ禍中= 1)
• x1it ：緊急事態宣言/まん延防止等重点措置ダミー (なし = 0, あり= 1). 
• x2it ：居住地から病児保育施設までの最短距離の加重平均値(km)
• x3it ：病児保育の保育定員の対数値(persons/day) 
• x4it – x16it ： 13種の感染症の発生動向（報告者数/定点医療機関・月）
• x17i ： ０～6歳人口の対数値(オフセット項）
• x0t*x2it ，x0t*x4it–x0t*x16it :交差項

（COVID-19パンデミックダミー×最短距離の加重平均値）
（COVID-19パンデミックダミー×13感染症発生動向）

結果（1）

• コロナ禍前・中で病児保育の利用と距離との有意な変
化はなかった．

• 病児保育施設までの最短距離が1㎞延長するごとに，病
児保育の利用がポアソン回帰では0.678倍，一般化推定
方程式による回帰では0.825倍に減少することが判明し
た（ともにP<0.05）．

• 一方，負の二項回帰の場合には，最短距離が1km延長
するごとに病児保育の利用がコロナ禍前では1.018倍，
となったが有意ではなかった（表1）．
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利用者数に対する説明変数 Robust Poisson(FE) NB(FE) GEE(NB)
コロナ禍ダミー 0.536 0.482 0.506
緊急事態宣言/まん延防止等重点措置ダミー 0.840 0.784 0.801
病児保育施設までの最短距離 0.678 1.018 0.825
コロナ禍ダミー×
  病児保育施設までの最短距離 1.013 1.031 1.017
保育定員の自然対数 1.819 1.142 2.073
インフルエンザ 1.002 1.002 1.002
ＲＳウイルス感染症 1.008 1.010 1.013
咽頭結膜熱 1.025 1.023 1.019
A群溶血性レンサ球菌咽頭炎 1.001 1.002 1.004
感染性胃腸炎 1.003 1.002 1.004
水痘 1.001 1.002 1.000
手足口病 1.003 1.004 1.004
伝染性紅斑 1.003 1.004 1.001
突発性発しん 1.023 1.029 1.032
ヘルパンギーナ 1.011 1.011 1.011
流行性耳下腺炎 1.009 1.013 1.020
流行角結膜炎 1.008 1.008 1.008
急性出血性結膜炎 1.004 0.995 1.031
コロナ禍ダミー×
  インフルエンザ 1.002 1.002 1.003
  ＲＳウイルス感染症 1.017 1.013 1.020
  咽頭結膜熱 1.085 1.102 1.058
  A群溶血性レンサ球菌咽頭炎 1.001 1.002 1.005
  感染性胃腸炎 1.007 1.010 1.008
  水痘 0.966 0.998 1.000
  手足口病 1.005 1.007 1.008
  伝染性紅斑 1.033 1.007 1.075
  突発性発しん 0.909 0.914 0.928
  ヘルパンギーナ 1.016 1.014 1.024
  流行性耳下腺炎 1.334 1.273 1.194
  流行角結膜炎 1.000 1.003 1.009
  急性出血性結膜炎 0.990 1.030 1.040
０～6歳人口の自然対数 1 1 1
定数 0.000 0.001

リスク比

下線と赤字は
P<0.05

結果(2)

下線はP<0.05

Robust Poisson(FE) NB(FE) GEE(NB)
病児保育施設までの最短距離

5.918 ― 11.953

利用者数が10%未満となる距離

結論
• コロナ禍前・中において距離と利用者数との関係に有意な変化

は認めなかった．
• 居住地から病児保育施設までの最短距離が1㎞延長するごとに，

病児保育の利用がポアソン回帰では0.678倍，一般化推定方程
式による回帰では0.825倍に減少した．

• 病児保育の利用圏域を居住地と施設が同一地域にある場合の利
用の10％に低下するまでの距離圏とすると，ポアソン回帰では
半径6㎞, 一般化推定方程式（負の二項分布）では半径12㎞の円
と推定された．
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